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例   言

1 本書は高松市立十河小学校の校舎建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書である。

2 発掘調査地ならびに調査期間は次のとおりである。

調査地 : 香川県高松市十川西町366番地5

試掘調査 :平成18年 7月 28日

発掘調査 :平成19年 6月 4日 ～平成19年 7月 27日

整理作業 :平成19年 7月 30日 ～平成20年 1月 31日

3 発掘調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当した。

4 発掘調査は高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員 山元敏裕が担当し,中西克也・中

村茂央 (同課非常勤嘱託職員)な らびに大朝利和が補佐した。整理作業は山元総括のもと中村

が行なった。

5 本報告書の執筆,第 1章第 1・ 2節 を山元が,第 4章を (株)吉田生物研究所が執筆し,それら

以外を中村が行なった。編集は中村が担当した。

6 土壌及び土器観察の色調表現は、新版 標準土色帖農林水産省技術会議事務局監修・財団法人日

本色彩研究所色表監修を基本としている。

7 以下の業務については、委託業務として行った。

基準点打設 : 株式会社 イビソク

遺物保存処理 :株式会社 吉田生物研究所

遺物写真撮影 :西大寺フォト

8 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。

SB:掘立柱建物跡 SP:ピ ット sD i溝状遺構 SK:土坑 SX:性格不明遺構

9 本報告の高度地は海抜高を表し,方位は座標北を示す。

10 発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。

11 発掘調査,整理作業,報告書の執筆にあたって下記の関係機関ならびに方々に御教示・御協力を

得た。

香川県教育委員会,高松市立十河小学校,光谷拓実 (奈良文化財研究所)
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査 の経緯

高松市教育委員会文化振興課では,文化財に影響を及ぼす可能性のある公共工事について,年度末

に次年度以降の事業内容を把握するため関係各所属長宛に照会を行い,対応を協議している。

今回報告を行う十河小学校校舎増築工事に伴い発掘調査を実施した西下遺跡については,平成17年

1月 に行った照会に対して教育委員会総務課 (以下,総務課とする)か らの回答で,校舎増築の工事

予定を把握した。これまで十河小学校内における周知の埋蔵文化財包蔵地は確認されていないもの

の,小学校南側にある東西方向の市道が古代の官道である南海道を踏襲するものと考えられている。

さらにその南の尾根上には古墳時代中期後半頃と考えられる西尾天神社古墳が単独で所在している。

小学校の東側では県道長尾大内バイパス建設工事に伴い奈良時代の遺跡である露尾遺跡 (旧西尾遺跡)

が確認されるなど,周辺部には遺跡が近接しており,当該地においても埋蔵文化財包蔵地が確認され

る可能性が高いことが想定された。このため事業実施にあたっては文化振興課と協議をもつように回

答した。

その後の教育委員会総務課との協議では,当該事業は平成19年度に実施予定であり,平成17年度で

は校舎増築内容が未確定であることから,試掘調査については増築箇所の範囲等事業内容が詳細にな

る平成18年度に実施することで調整を行った。

平成18年度に入り,校舎増築予定地の範囲等がおおよそ固まり,予定地内の試掘調査を実施するた

め学校側と協議を行った。その結果,試掘調査では重機等を使用するため,小学校であるという状況

から児童の安全面を考慮し,影響の少ない小学校の夏期休H限中に行うこととし,試掘調査を7月 28日

に実施した。試掘調査の詳細については,以下のとおりである。

校舎増築予定地については,事前に総務課より取り寄せた過去の工事図面から昭和38年に造られた

プールがかつて存在していた場所であることが判明していた。このことから試掘調査前からプールの

基礎によって地下の状況が大きく改変されていることが想定された。予定地の現況は第 1図 に示すと

おり北校舎の東,体育館の北側にあたり倉庫,温室,飼育小屋,花壇, コンクリート製渡り廊下,遊

具等が存在するなど制約の多い場所である。これらの構造物を避けるように2箇所にトレンチを設定

し,試掘調査を実施した。南側に設定した幅 lmの第 1ト レンチは表土から20cm程下げた段階で水道

管と考えられる塩化ビニール製管を確認したことから,それ以上の掘削は行わず埋め戻しを行った。

北側に設定した第2ト レンチでは地表面から25cmの厚さで第 1層である花尚土が,その下には第2層

である30cmの厚さでプール解体時に発生したコンクリート塊を多量に含む花筒土が存在し,その直下

で遺構面である明褐灰色砂を確認した。第2ト レンチにおける大部分の土層状況は同じであるが,後

述するSX01の 北側部分から北への傾斜がみられ,第 8層である遺構面までに第 3層から第 7層 まで

の間層が見られる。第 3層は旧耕作土と考えられる褐灰色シルト,第 4層は床土と考えられるにぶい

黄橙色シルト,第 5層 は明褐色砂質シルト,第 6層 は灰黄褐色砂,第7層 は明責褐色粘質シルト,第

8層 は遺構面である明褐灰色砂となる。土層堆積が異なる北側部分以外で性格不明遺構SX01及 び柱

穴と考えられるSP01～ 05な どの遺構を確認した。第2ト レンチで確認した遺構は発掘調査が予定さ

れていたため,上面検出に止め掘削を行わなかった。その後,増築予定校舎の位置が当初の計画から

変更されたことにより,調査対象から外れた。このことから,今回の試掘調査で確認した遺構の状況

は平面検出時の成果によるものである。
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SX01

第 2ト レンチ中央より北側で確認 した南北に長い不整形の遺構である。遺構の平面規模は南北 1.3

m,東西30cmで あるが,東西方向は一定ではない。遺構埋土は灰褐色シル トと暗赤褐色シル トが混在

し,炭化材・土師器細片を多量に含む。下部の調査を行っていないが,遺構平面検出作業において遺

構の平面規模が縮小 したことから,それほどの厚みを持つ遺構ではないと考えられる。埋土にはえ化

材を多量に含むものの,埋土周辺の遺構面には,赤変・硬化 した部分は認められないことから, この

部分での火の使用によってできたものではないと考えられる。出土遺物は土師器片が出土 している

が,細片のため時期を特定できない。

SPl'Ψ 5

南北に4穴並ぶピットを南からSP l～ 4,SP3の西側で確認したピットをSP 5と 呼称する。いず

れのピットも平面は円形を呈し,上面での土層の色調はにぶい黄橙色シルトである。SP l～ 5の う

ち,SP 5を 除く各ピットの位置関係にまとまりがみられる。南北 1列 に並んでいることから, 4つ

のピットが一連のものであるように見えるが,以下に述べるような違いが認められる。SP l・ 3の平

面規模は直径10cm,SP 2・ 4の規模は18cm及 び15cmと 規模が同じか似通っている上に,そ れぞれの

ピット間の距離は前者が2.15m,後者が2.05mと 同じような距離間隔で穿たれていることがわかる。

確認した範囲は南北方向の一部に限られた遺構検出であり,東西方向の広がりは全く不明であるが,

確認範囲でのピットの位置関係には企画性が認められ,試掘調査で検出したこれらのピット列は重複

する2つの掘立柱建物跡を構成する柱穴の一部である可能性が考えられる。

試掘調査出土遺物 (第 5図 )

遺構検出時に出土した上器の多くが細片となっており,表面が摩滅しているものが多く認められ

た。上器の形状のわかるものはほとんど認められなかったが,唯一図化できたのが,第 5図に示す須

恵器杯蓋のつまみである。つまみの形態が扁平な菱形を呈していることから8世紀頃のものであると

考えられる。

試掘調査の結果について

確認した5つのピットはいずれも小規模であり,土層埋土も新しい時期の遺構埋土と共通する様相

を呈していた。それを裏付けるように出土遺物中に古代より以前と考えられる出土遺物は前述の須恵

器つまみ 1点のみであり,中世後半頃と考えられる土器片が大半を占めていた。古代以降の上器で

は,染付などの近世陶磁器や中世前半の瓦器や黒色土器も認められなかったことから,確認した遺構

は中世後半頃の時期のものと想定できる。前述の唯一図化できた扁平な須恵器杯蓋のつまみである

が,土器表面の摩滅が顕著であることから,今回の試掘調査で検出したピットに伴うものではないと

判断でき,南に存在すると考えられる古代の遺跡から移動してきたものと考えられる。

第 2節 調査 の経過

試掘調査の成果を受け,校舎増築予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地であることが判明したことか

ら,総務課と協議を行った。8月 から校舎増築工事にかかる予定であることから,工事実施前の6月

から7月 末までの2ヶ 月間で本調査を実施することで合意した。発掘調査の工程については次の調査



日誌抄を参照されたい。

6月  1日 調査用機材搬入

4日  重機による機械掘削および遺構検出。

6日  重機による機械掘削終了。遺構検出継続。第1遺構面上に撹乱が多 く遺構検出に手間取

る。

12日 調査区基準点測量。

19日 平板による遺構図作成。

20日  第 1遺構面検出終了。

21日  遺構掘削開始。適宜,各遺構写真撮影,土層実測を継続する。

7月  2日

～ 11日 梅雨特有の天候不良が続 くものの,遺構掘削作業を継続する。

12日  第 1遺構面完掘。

18日 完掘写真撮影のための清掃作業。

19日 完掘状況写真撮影。平面実測用割付作業。

20日  調査区遺構平面図作成開始。

23日 調査区遺構平面図作成終了。

24日  調査区遺構平面図レベル注記作業終了。

25日  重機による下層遺構確認作業。第 2遺構面確認。掘立柱建物跡 3棟,溝 3条確認。

26日  第 2遺構面遺構掘削。遺構平面図作成開始。土層断面図追加実測。

27日  第 2遺構面遺構完掘。遺構平面図作成終了。第 2遺構面完掘状況写真撮影。調査区埋め

戻 し。現場での作業終了。調査機材撤収。

第 3節 整理作業の経過

整理作業は,調査と並行して6月 から開始した。各工程は以下の表に記した。

第 1表 整理作業工程表

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

洗浄

接合・復元

実測

トレース

写真撮影

レイアウト



第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は,香川県の中央やや東側に位置する。市域の大部分は香東川をはじめ,本津川,御坊川,

春日川,詰田川,新川などによる堆積作用によって形成された扇状地にあたる。北東部には屋島,東

には立石山塊,北に石清尾山と浄願寺山,北西には五色台,西に堂山,南は讃岐山脈が連なる。また

台形状の山頂に急な崖を持つメサと,山頂まで急な斜面が続き尖った形状をしたビュートといった軟

質の岩盤の上に硬い岩盤がのった溶岩台地が特徴的である。北は瀬戸内海に面しており,海を挟んで

岡山県と向かい合う。

西下遺跡は,高松市南部に位置する。東には吉田川,西には春日川が北流しており, 2本の川に挟

まれている。南には讃岐山脈から続く丘陵が北へ伸び,その先には春日川や丘陵の谷部からの沖積作

用によって形成された高松平野が広がる。本調査地は讃岐山脈から北へ伸びる丘陵先端のやや東側に

位置する。等高線は18mの ラインにかかり,南西から北東へ緩やかに降る地形である。 (第 6図参照)

第 2節 歴史的環境

今回の調査地周辺は,南部の丘陵を中心に古墳や中世城館等の遺跡が確認されている地域である。

西は春日川を越えれば,主な遺跡として弥生時代では北野遺跡や光専寺山遺跡が知られる。古墳時代

では参J抜式石棺を内部主体に納めた前方後円墳の三谷石舟古墳や大型円墳の高野丸山古墳が知られ

る。古代では官道である南海道が東西に走り,三鉛駅の設置が推定されているなど歴史的に重要な地

域であり,遺跡が多く存在する。それに比べ,東は調査事例が少なく,現在のところ遺跡の存在がま

ばらな地域でもある。以下,西下遺跡周辺の遺跡を概観していく。

旧石器時代の遺跡は現在確認されていない。縄文時代では,十川東・平田遺跡から草創期と考えら

れる有舌尖頭器が出上している。川島本町遺跡からは後期の落ち込み状遺構や土器が出上している。

弥生時代では,前期の遺構と遺物を検出した北野遺跡や,弥生土器が多量に出上した光専寺山遺跡,

後期の河川や溝を検出した鎌野西遺跡,分銅形土製品の出土と住居跡を検出した中山田遺跡が知られ

ている。また西尾天神社古墳や西下遺跡でも弥生土器が確認されており,十川周辺にも弥生時代の遺

跡があるものと推測される。古墳時代では,西尾天和社古墳,松宇八幡馬場古墳,川東 1号墳 。2号

墳等の盛土円墳が造営される。また、 6世紀末には弥生時代の竪穴式住居を切り込み,造営した中山

田3号墳が確認されている。古代では,南海道が木田郡三木町白山の南麓と高松市御厩町の六つ目山

と伽藍山の間を結んで想定されている。この南海道に関連したものには, 8～ 9世紀代の集落遺跡と

される露尾遺跡があり,建物跡が条里地割に合致し,地割の起源が 8世紀に遡る可能性を示す。また

三谷中原遺跡では官道の推定ラインにあたるとして調査されている。確認には至っていないが自然河

川と条里地割に沿った溝を検出した。中世に入ると居城が築かれはじめ,三谷氏の上佐山城や三谷

城,鎌野氏の鎌野城,由良氏の由良山城と由良城が築城されるほか、建物跡を検出した由良南原遺跡

が確認されている。西下遺跡の周辺では現在の称念寺を中心に,十 1可氏の居城であった十河城跡が確

認されている。近世では上林遺跡から条里地割に則った掘立柱建物群や溝が確認されている。

今回調査した西下遺跡は,南海道跡の北に隣接する。南東方向には露尾遺跡があり,平野部の北に

は条里地割が確認でき,古代の遺跡や制度に囲まれた環境にある。春日川以東では数少ない遺跡であ

り,十川西町の歴史を推祭する一つの手がかりとなる遺跡でと考えられる。
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第 6図 西下遺跡周辺微地形図 (S=1/10,000)
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第 7図 西下遺跡周辺の字界線 (S=1/5,000)



1.西下遺跡

6出之山北塚

■.金法寺古墳

16.池 田合子神社御旅所古墳

19,通谷遺跡

24.上林遺跡

29.高野丸山古墳

34.高野南 1号墳

2.十日南海道跡

7.出之山古墳

12.天親墳

20.上佐曲城跡

25.耳 ヒ鞠

30.高野廃寺

35.高野南 2号墳

3.露尾 (西尾)遺跡

8.出 之山南古墳

13.川東 1号墳

17.上佐山束麓古墳

21.由 良城跡

26.鎌野西遺跡

31.川 島本町山田遺跡

36.石舟池古墳群

4.十)II東・平田遺跡

9.西尾天神社古墳

14.川東 2号墳

5.十河城跡

10.松学人幡馬場古墳

15.光専寺山遺跡

23.由 良山城跡

28.ウ漁朗

33.川 島本町南遺跡

38二谷城跡

18.中山田遺跡,中山田 3・ 4号墳

22.由 良南原遺跡

27.三谷中原遺跡

32.川 島本町遺跡

37.三谷石舟古墳

第 8図 周辺の遺跡位置図 (S=1/2,500)



第 3章 調査の成果

第 1節 調査 の概 要

十河小学校北校舎の東に東西17m,南北13m,約 221ど の調査区を設定 した。遺構面は上層 (第 1

遺構面)と 下層 (第 2遺構面)の 2面 を検出した。調査当初はプール施設が過去にあったため,遺構

面の残存状況は悪いものと想定されていた。実際に上層は近現代の攪乱が激しく,全体的に第 1遺構

面の残 りは悪かった。調査区西側は校舎や飼育小屋の造成時に遺構面の直上まで掘 り起こされている

状態であったが,残った遺構面から柱穴や溝の跡を検出した。東側は焼却場やプールの造成により遺

構面まで掘 り起こされているほか, コンクリー ト暗渠の残存 もあり,南壁面際に柱穴と溝を検出した

にとどまる。時期は遺物から古代から中世にあたるものと考えられる。須恵器,土師器が多量に出土

したほか,瓦 ,石製品が見られる。第 1遺構面を完掘後,下層遺構面の有無を確認するため南壁面に

沿って,東西約1.4m,南北 lmの トレンチを設定し重機で掘削を行なった。地上から約1.3m下 で第

2遺構面を確認した。調査範囲は,第 1遺構面で遺構の残 りが比較的良かった調査区西半分を封象に

し,東半分は土置き場とした。東西約 6m,南 北 9m,面 積54ゴ と面積は狭いながら,遺構面からは

掘立柱建物跡 3棟と溝 3本を検出することができた。掘立柱建物跡の内, 1棟はFFJ丸 方形の柱穴に東

西 3聞以上,南北 5間以上の規模をもち,い くつかの柱穴には柱材が残っているものもあった。また

溝からは祭祀具と考えられる′鳥形木製品が出土 した。

第 2節 基 本 層 序

土層は北壁を除く3壁 を図イとした。本調査区の土層については4つ に大別することができる。一つ

は第 1層から第 3層 までの層で,主に十河小学校校舎建築に伴 う造成上である。およそ80cmの 厚い

層であり,花聞土を用いて造成 している。また,東壁面と南壁面の東側では焼却されたゴミの層が

1.2m以上埋め立てられてお り,遺構面まで及んでいる。 2つ 目は第 1遺構面直上までの第 4・ 5層の

水田層である。N6/灰色砂質シル トの薄い層が広がっている状態が確認できる。 3つ 目は第 6層か

ら第13層 までの遺構 。遺物を含む層である。この内,第 6層 10YR 7/1灰色砂質シル トと第 7層 10YR

6/1褐灰色砂質シル トが第 1遺構面を形成 している層である。両層からは須恵器・土師器片が出土し

てお り, これらの遺物から第 1遺構面は中世の遺構面と考えられる。この第 1遺構面の下には,第 9

層から第13層 の遺物を含む層が堆積 している。

さて第 2遺構面は,第 1遺構面の40cm下 に確認することができた。第16層 10YR6/1褐灰色粘質シル

トを示 し,掘立柱建物跡,溝状遺構を検出した。最後は、第 2遺構面の下に17層 10YR5/1褐灰色粘土

の地山を確認した。

第 3節 遺構 と遺物

遺構は第6層直上と第16層直上から確認できた。

ていく。また,遺物については小片が多く,器種・

整等の情報を記していくこととする。

以下,検出された遺構 と遺物の状況について述べ

種類を把握するために,な るべ く遺物の部位と調
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第12図 第 1遺構面遺構配置図 (S=1/100)

桂穴群

第 1遺構面で,柱穴を47基検出した。多 くは単層で浅く,規模は20cm前後である。ここでは,その

内,土質から対応関係にあると考えられる柱穴を中心に説明をしていく。

SP3・ 10(第 13図 )

調査区西部南寄 りで検出した柱穴である。両柱穴とも褐灰色砂質シル トの埋上である。マンガンと

3 11ull以下の石を含む。SP 3は直径35cm,深 さ5 cmo SP10は直径25cm,深 さ28cmを測る。柱穴間は3.3

mと 長い。このSP 3・ 10に繋がる柱穴が東側から検出されないことから,掘立柱建物跡とした場合 ,

調査範囲外の西側に続 くものと考えられる。遺物は,SP10か ら土師器編が出上している。
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SP6・ 8(第13図 )

調査区西部南寄 りで検出した柱穴である。両柱穴とも単層であり,褐灰色砂質シル トにマンガンと

3 11ull以下の石を含んでいる。SP 6は直径25cm,深 さ10cmであり,底には根石と考えられる10cm程の

石が据えられている。SP 8は検出幅10clll,深 さ 8 cmを 測る。しかし北側にはSP 9が存在 し,柱穴の

半分以上を掘 り切られているため,本来は直径20cm以上はあったものと考えられる。柱穴間の距離は

1.51mを 測る。SP 6・ 8に繋がる柱穴が東側で検出されていないことから,掘立柱建物跡とした場合 ,

調査範囲外の西側に続 くものと考えられる。遺物はSP 6か ら須恵器片が出土しているが時期の特定

には至らない。しかし柱穴の切 り合い関係からSP 8が SP 9よ りも古いものであると考えられる。

SP7・ 14(第 13図 )

調査区西部中央で検出した柱穴である。SP 7は 灰黄褐色砂質シル トの埋上で,直径20cm,深 さ10

cmを 測る。SP14は にぶい黄褐色砂質シル トの埋土で,規模は直径20cm,深 さ10cmを 測る。両柱穴と

も単層であり,マ ンガンと5111111以 下の石を含む。柱穴間の距離は,3.3mと 本遺跡の中では一番長い。

このSP 7・ 10に繋がる柱穴が東側で確認できなかったことから,掘立柱建物跡とした場合,調査範囲

外の西側へ続 くものと考えられる。時期についてはSP 7か ら須恵器と土師器が出上しているが,小

片のため時期は特定できない。

SP9。 12(第 13。 14図 )

調査区西部中央で検出した柱穴である。両柱穴とも単層で,にぶい褐色砂質シル トにマンガンと

3111111以下の石を含んでいる。SP 9は直径40cm,深 さ33cmを 測 り,SP 8を 掘 り切っている。第 1遺構

面検出SPの 中で一番深い。SP12は直径20cm,深 さ15cmと 浅 く,詰め石と思われる10cm程の石を柱穴

の上部から検出している。柱穴間の距離は1,7mを測る。このSP 9・ 12に繁がる柱穴が東側に確認で

きなかったことから,掘立柱建物跡 とした場合,調査範囲外の西側へ続 くものと考えられる。遺物

はSP 9か ら須恵器片が出土しており,第 14図 に掲載した, 2は杯蓋の口縁部と考えられる。調整は,

内外面にナデが見られる。小片のため時期の特定はできない。

SP13・ 15(第 13図 )

調査区西部北側で検出した柱穴である。SP13は単層で,明黄褐色砂利の埋上であった。直径30cm,

深さ10cmを 測 り,柱穴の底からは10cm程度の根石を確認した。SP15は柱穴の中央に柱根が残ってお

り,直径25cm,柱根直径14cm,深 さ0,9cmを 測る。 2層 に分けられ,第 1層 (柱根)は にぶい黄褐色

砂質土,第 2層 は褐灰色砂質シル トである。柱穴間の距離は1.4mを 測る。このSP13。 15に繋がる柱

穴が東側のSD lに より確認できないことから,掘立柱建物とした場合,東側へ続 くものと考えられ

る。遺物はSP15か ら須恵器片が出土しているが,時期の特定できない。

SP20・ 31(第 13図 )

調査区南部で検出した柱穴である。両柱穴とも柱根が残ってお り,SP20は 直径30cm,柱根直径15

cm,深 さ 5 cmを 測る。第 1層 (柱根)が灰色砂質シル ト,第 2層 はにぶい褐色砂質シル トである。

SP31は直径20cm,柱穴直径10cm,深さ 5 cmを 測る。第 1層 (柱根)が灰白色砂質シル ト,第 2層 は

にぶい褐色砂質シル トである。柱穴間の距離は2.lmを測 り,北側には対応する柱穴が確認できない

12



ことから調査範囲外の南側へ続 くものと考えられる。遺物は出土しておらず,時期は不明である。
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3 褐灰色 砂買シル ト    10YR 5/1

第13図 第 1遺構面検出SP平面図・断面図 (S=1/80)
2 SP9出土
3¨ SP2出土
4 SP38出 土
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第14図 第 1遺構面検出SP出土遺物 (S=1/4)

SP29。 30(第 13図 )

調査区南部で検出した柱穴である。両柱穴とも柱根が残ってお り,SP29は直径25cm,柱根直径10

cm,深 さ15cmを 測る。SP30は直径30cm,柱根直径10cm,深 さ24cmを測る。SP29の第 1層 (柱根)は

にぶい黄褐色砂質シル ト,第 2層 は灰色シル トの埋上であり,SP30の第 1層 (柱根)は にぶい黄褐

色砂,第 2層はにぶい褐色砂質シル トである。柱穴間の距離は1.65mを 測 り,北側には対応する柱穴

が検出されないことから調査範囲外の南側へ続 くものと考えられる。遺物は出上しておらず,時期は

不明である。

L=1781111m

2/ktX2 ~3 klX4

1 にP3iい黄褐色 砂 (柱痕)

2 にPIIい褐色 砂質シルト
3 にPIiい褐色 砂質シルト (柱痕)

4 灰色 砂質シルト
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第 1遺構面検出桂穴出土遺物 (第 14図 )

その他の柱穴からも遺物が出土している。 3は土師器の奏口縁部で,SP 2か ら出土している。 4

は土師器の蛸壺の底部であり,外面は指頭圧痕が良く残 り,内面はナデが見 られる。SP38か ら出土

している。

SDl(第 15。 16図 )

調査区北西部で検出した南北溝である。南側では溝の端が確認で,北側は調査区外に続いているも

のと考えられる。検出した長さは9,8m,幅2.8m,深 さ0.22mを 測 り,断面形状は逆台形である。埋土

は2層に分けられ,第 1層は褐灰色砂質シル トで土は固くマンガンを多 く含んでいる。第 2層 はにぶ

い黄褐色砂質シル トで,土は柔らかく,微量にマンガンを含んでいる。第 1層は厚 く,下の第 2層 は

薄い。また西側は堆積層が厚く,東に向かうに連れ薄く堆積している。また、第2層の下には灰黄褐

色砂質シルトの遺物を含む堆積層が見られる。

5～ 15は須恵器である。 5・ 6は杯蓋の天丼部である。どちらも外面は回転箆削り,内部は回転ナ

デである。 5は回転ナデの前に整形時の指頭圧痕がわずかに残っている。 7～ 11・ 13は杯身である。

L=17800m

W
褐灰色 砂質シルト   10YR 5/1
にぶい黄褐色 砂質ンルト10YR 5/3
灰黄褐色 粗砂シルト  10YR 6/2

0       1m

第15図 SDl土層断面図 (S=1/40)
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7は立ち上がりを欠損しており受け部のみが残る。 8は口縁部から体部付近まで残っており,外面に

は口縁部から受け部までは回転ナデ,体部には回転箆削りが見られる。 9～ 11は 口縁部から体部近く

まで残存する。10は焼成があまく軟質で,白色である。どれも内外面に回転ナデが施されている。ま

たいずれも立ち上がりは内傾し短く,退化した様相を示す。13は立ち上がりと受け部をもたない杯で

ある。内外面は回転ナデが施されている。12は鉢の口縁部である。外面は摩減が激しく分かりにくい

が,ナデであると考えられる。内面は回転ナデである。14は高杯の杯と脚部の接合部である。調整は

内外面に回転ナデが見られる。15は横瓶の体部と考えられる。外面は浅いカキロが施され,内面は叩

きを加えた後,指頭圧痕により整え,更にその後ナデ調整が施されている。16・ 17・ 18は土師器であ

る。16は養の口縁部である。摩滅が著しいが,内外面にナデと内面口縁部にわずかに形成時の指頭圧

痕が観察できる。17も 奏の口縁部である。内外面ともに調整は摩滅のため不明である。18は高杯の脚

部である。摩滅が著しいが,外面は縦方向の指ナデと下部に横方向の刷毛目状の痕跡が観察できる。

内面は,指ナデと杯部との接合近くにはシボリロが観察できる。19は砥石である。面の中央は緩く凹

んでおり,使用痕が認められる。

遺構からは8世紀代の遺物が出土しているが,遺構面は中世の遺物を多量に含んだ層であることか

ら,下層の遺物を巻き込んだものと考えられ,SD lの 時期は特定できない。

L=17800m

N         S

ヤ

ノ

L=17 800m

N         S

1

l 灰色 砂質シルト10YR 71

第19図 SD3土層断面図

(S=1/40)

第17図 SD2土層断面図 (S=1/40)

0               10om

第18図 SD2出土遺物 (S=1/4)

灰黄褐色 砂質ンル ト 10YR 5/2

0       1m

清 ゝ

第20図 SD3出土遺物

(S=1/4)

SD2(第 17・ 18図 )

調査区南東部で検出した東西溝である。東

西に伸びてお り,東側はコンクリー ト暗渠と

攪乱により破壊されていたが,西側では溝の

端を確認できた。検出した長さは 5m,幅

0。4mと細長 く,深さは0。12mを測 り、断面形

状はV字形である。埋土は単層で灰黄褐色砂

質シル トにマンガンを多量に含んだ柔らかい

土である。

遺物は土師器が出土 している。小片が多

く,図化できたものは 1点のみである。201ま

奏の頸部であり,外面には縦方向の刷毛目と

ナデが確認できる。内面はナデが観察でき

る。時期の特定はできない。

SD3(第 19。 20図 )

調査区東部中央で検出した東西溝である。

東はコンクリー ト暗渠により破壊され,西は

攪乱土坑により破壊されている。検出した長

さは1.4m, 幅0.5m, 深 さ0,05mを 測 り, 断

面形状は薄い逆台形を示す。埋土は単層で灰

色砂質シル トにマンガンを微量に含む柔らか

い上である。

低

２
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遺物は須恵器 。土師器片が出上 してお り,その内図化できたものは 2点である。21は須恵器の杯蓋

である。外面は天丼部に回転箆削 り,下部には回転ナデ,内面は形成時の指頭圧痕がみられ,その後

回転ナデが施される。22は須恵器の高杯口縁部と考えられる。調整は外面上部に回転ナデと下部に回

転箆削 り,内面は回転ナデが見られる。 7世紀代の遺物が出土しているが,遺構面は中世の遺物を多

量に含んだ層であることから,下層の遺物を巻き込んだものと考えられ,SD 3の時期は特定できない。

1 灰黄帽色 砂質シルト10YR 5/2

0       1m

第21図  SD4土 層断面図

(S=1/40)

と=17800m

マ
]灰黄掲色 砂質シルト10YR 5/2

1 灰色  砂質シルト10YR 5/2

第22図  SD5土 層断面図

(S=1/40)

出堰燿景滑¬
砂質切レトЮⅧ閉

第23図  SKl土層断面図(右 )埋土除去後断面図(左 )

(S=1/40)

SD4(第 21図 )

調査区北西部で検出した東西方向の溝であると考えられるが,一

部確認 したのみで詳細は不明である。北側にはSD 5が隣接 してい

る。やや東西に長 く,溝の東端を確認し,西端は調査区外へ続 くも

のと考えられる。検出した長さは0.5m,幅 0.35m,深 さ0.lmを 測

り,断面形状は逆台形である。埋土は単層で,明緑灰色粗砂に粗 く

締まりのない土を確認した。遺物は出土しておらず,時期は不明で

ある。

SD5(第 22図 )

調査区北西部で検出した東西方向の溝であるが,SD 4と 同じく

一部を確認 したのみで詳細は不明である。南にはSD 4が隣接 して

いる。調査区外のため確認できていないが,西に続 くものと考えら

れる。検出した長さは1.lm,幅 0。35m,深 さ0.1lmを 測 り,断面形

状は逆台形である。埋土は2層 に分かれ,第 1層は褐灰色砂質シル

トにマンガンを多量に含み,第 2層は灰色砂質シル トである。遺物

は出土しておらず,時期は不明である。

SKl(第 23・ 24図 )

調査区北西部で検出した土坑であ りSD lの 西側

に隣接 している。平面形態はほぼ円形で,直径約0,7

m,深 さ0.28mを測る。須恵器,土師器片が出上 し

ている。埋土は 2層分かれ,第 1層 はにぶい黄橙色

砂質シル ト,第 2層は褐灰色砂質シル トである。第

2層は薄く,大半は第 1層が占めている。底部には

拳程度の石が数個見られる。遺構面上部付近には近

現代のものと思われる鉄製品 (滑車)が出上している。

遺構からは須恵器,土師器片が出上している。そ

の内比較的残 りの良い須恵器 1点を図化 した。23は

杯蓋の口縁部である。調整は内外面に回転ナデが観

察できる。時期は, 7世紀代の遺物が出土 している

が,後世に掘 り起こされ遺物が混在 していることか

ら,現代に近い遺構 と考えられる。

16

23

0              10cm

第24図  SKl出 土遺物 (S=1/4)

L=17 800m
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SK2(第 12図 )

調査区北部中央で検出した土坑である。楕円形で東西1.Om,南北1.55m,深さ0.20mを 測る。土坑

内には拳程度の石が敷き詰められていた。遺物は出上していないため時期は不明である。

SXl(第 12図 )

調査区南部中央で検出した不明遺構である。平面形態は不整円形で東西1,4m,南北1.4m,深 さ

0。15mを測る。埋土は砂質シル トの単層である。遺物は出上していないため時期は不明である。

SX2(第 12図 )

調査区中央部で検出した不明遺構である。不整円形を呈 し,東西1.Om,南北1.lm,深 さ0.12mを

測る。遺構内の南側で人頭大の風化 した凝灰岩を検出したのみで他の遺物は確認 していないため,時

期も不明である。

V4
0             10闘

第25図 最下層出土遺物

(S=1/4)

攪乱坑 (第 12・ 25図 )

調査区東部中央で検出した攪乱坑である。東西2,7m,南北3.5m,

深さ0.59mと 広く深く掘り下げられている。土坑内からは焼け焦げた

近現代の遺物が出土している以外に,最下層から弥生土器片 1点が出

上した。24は 奏の底部で,調整は外面はナデ,内面は箆削りが見られ

る。遺物から近現代のゴミ焼却場と考えられる。

)

攪乱層出土遺物 (第 12・ 26図 )

25   調査区東側壁面近 くの攪乱層からいくつか土器が出土してい

《 26 
ゑ翫三身B:緊鐘ほ島藻き:tttg曇 子鼻ネ雷ぢ∈昆書皇尋塁

の甕頸部である。外面は指頭圧痕による整形の後,体部は刷毛

目が施され,口縁部はナデ調整をされている。内面は指ナデと

シボリロが見られ,下部には横方向に箆削 りが観察できる。
第26図 攪乱層出土遺物 (S=1/4)

第 1遺構面直上出土遺物 (第27図 )

第 1遺構面直上で出土した遺物である。27～421ま須恵器である。27・ 28は杯蓋の天丼部である。外

面は回転箆削 りと回転ナデ,内面は回転ナデである。28の外面は回転箆削 り,内面は指頭圧痕のち回

転ナデが施される。29～32は杯身の口縁部である。29。 30は立ち上が りが高く,内傾する。31・ 32は

立ち上が りは低 くなり,更に内傾化が著しく,退化 した様相を示す。33は杯身の底部である。外面は

箆削 り,内面は回転ナデである。底部は整形があまく,一部箆削 りで取 りきれなかったものが残 り,

底部は段を付けたような形をとる。34は杯の口縁部で,内外面は回転ナデが施される。35は杯の口縁

部と考えられ,内外面は回転ナデ調整である。36・ 37は横瓶の体部である。どちらも外面にカキロ,

内面には回転ナデが施される。38は壷の底部と考えられる。外面はナデ,内面は指頭圧痕の後,回転

ナデが見 られる。また外面底部には箆記号が見られる。39は底部片である。外面調整は回転箆削 りで

丁寧に整形されてお り。内面は指頭圧痕のち回転ナデである。壼よりも断面は薄 く,底径は大きくな

0                10cm

17



らないことや,底部から体部にかけて九みをもってあがることから,ハ ソウの可能性がある。40は 高

杯の杯部である。外面は摩滅により調整は不明だが,内面は回転ナデである。41・ 42は奏である。41

は口縁部で内外面に回転ナデが見られる。42は頸部から体部であり,外面体部には格子状の叩きが施

され,その上に横方向の刷毛目が加わる。頸部はナデ調整である。内面は体部に同心円文の当て具痕

が残 り,顕部にはナデが見られる。

43～ 491ま土師器である。431ま杯の口縁部である。外面はナデ,内面は指頭圧痕である。44は杯身の

底部である。外面は底部に箆切 り,内面は摩滅により調整は不明である。45は皿である。摩滅が著し

く,外面は下部にナデもしくは箆削 りの痕跡がある。内面は斜め方向に暗文が施される。46は高杯の

脚部である。調整は外面に指頭圧痕のちナデ,内面はナデとシボリロが見られる。471ま奏の口縁部で

ある。外面はナデのち斜め方向の刷毛,内面はナデである。48は 甕の頸部で,内外面ともにナデであ

る。49は鍋の頸部と考えられる。外面はナデで顕部には接合痕が見られる。内面はナデである。
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― ⌒
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第27図 第 1遺構面直上出土遺物 (S=1/4)
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第 1遺構面形成層上部出土遺物 (第28図 )

第 1遺構面形成層上部から出土した遺物である。50～74は須恵器である。50・ 51・ 52は杯蓋である。

その内50と 51は器高が低 く口縁部端部が垂直に曲がることから,蓋の中央につまみが付 くタイプと考

えられる。どちらも内外面に回転ナデが見られる。52は外面がやや摩滅 しているが,内面ともに回転

ナデが確認できる。53～61は杯身である。その内53～56は立ち上が りと受け部をもつもので,立ち上

が りが短 く内傾してお り退化 した様相を見せる。口径はおおよそ12cm前後であるが,53の ように10.8

cmと 小さいものや,56の ように16cmと 大きいものも見られる。57～ 61は口縁部がまっすぐ伸びるもの

である。57は 口縁部から下ったところに稜が付けられている。58～ 61は底部から口縁部にかけて斜め

上方へまっすぐ伸びるタイプで,調整は内外面に回転ナデが確認できる。62はハソウの体部で,破片

の下部に円孔が確認できる。内外面は回転ナデである。また外面円子との上部には一条の凹線が見られ

る。63も ハソウの体部片と考えられる。外面はナデ,内面はナデとシボリロが確認できる。64は鉢の

口縁部で,内外面に回転ナデが確認できる。65は 日縁部片で,皿 もしくは盤と考えられる。調整は内

外面に回転ナデが見られる。66は 高台付碗であると考えられる。外面は回転ナデと下部に回転箆削 り

が見られる。内面は回転ナデである。67は高杯である。外面は杯部から脚部にかけて回転ナデが施さ

れ,内面は脚部の中央まで回転ナデがおよび,その上にはシボリロが確認できる。68は高杯の口縁部

と考えられる。外面は,口縁部から体部は回転ナデ,脚部と接合する底部にはナデが確認できる。内

面は,底部中央近 くに指頭圧痕と全体に回転ナデが見られる。69～71は 高杯の脚部である。69につい

ては端部を欠損。70。 71は端部が確認できる。いずれも内外面に回転ナデ調整が見られる。72は平瓶

の頸部である。内外面はナデ調整で内面には釉の付着が見られる。また,頸部と体部の接合部が残っ

ており,頸部の粘土を体部になで付けて接合 している。釉が付着 している。73・ 74は壺の底部であ

る。73は 内外面に回転ナデ,74は外面にナデと回転箆削 り,内面は成形時の指頭圧痕とナデが確認で

きる。

75～ 84・ 86・ 88～ 94は土師器である。75は杯で,摩滅が激しいものの外面にはナデのち箆磨き、内

面にはナデが見られる。76～83は杯の底部である。78は底部片であり摩滅が激しい。その他は内外面

にナデ調整が観察できる。時期 も比較的新 しいものと考えられる。84は高杯の脚部で,外面はナデ,

内面は摩滅により調整不明である。851ま弥生土器の脚部であるが,器種は特定できない。調整は外面

にナデのち竹管文を二段に施すが,文様は規則正しく並ばない。内面はナデである。86は把手付鋼の

耳で,成形時の指頭圧痕が良く残っている。871ま 丸瓦であり,凸面は摩減が激しい。凹面には面取 り

が施され,中央には布目が観察できる。88～94は奏である。88。 89。 91・ 92は 口縁部で,91は内外面

摩滅により調整不明である。他はいずれもナデ調整が見られる。901ま体部であり,外面には縦刷毛,

内面には箆削 りが施されている。93は頚部から体部にかけて残存 してお り,外面は体部に斜め方向の

刷毛目と頸部にはナデが見られる。内面は指頭圧痕である。94は 93と 同じく顎部から体部にかけて残

存している。外面は斜め方向の刷毛日と頚部にナデ,内面は成形時の指頭圧痕後に箆削 りが施されて

いる。頸部はナデのちに指頭圧痕が施されている。

第 1遺構面上層出土遺物 (第29図 )

重機による掘削および第 1遺構面検出までの掘削中に出土した遺物である。95～ 107は須恵器であ

る。95～99は杯蓋である。95'96は,外面の天丼部に回転箆削 りと下部に回転ナデが,内面には回転

ナデが見られる。97～ 991よ 口縁部である。97は 口縁部から少し上がった部分で屈曲して上方に向

19



F===生_____―――――――――L_____―――――――ど聖聖ぃ也
50

中            l

―
65

51

-  452

¬ 再

＼

4
0

/58

ど
ガ

亀

/59

＼      ~61

ユ4生犯

日       】      3

予 74

8 オ８９
4 76

kJノ 77

遭 ノ 73

＼   | =ク 79

ジ
８０

蛾堵注詞.

∞ 7

ヽ

９３

ヽ

９４

国 m―J
/―■ヽ

71

1

く
(三

「 三三三≡三三三三

i~~~~~~~~~;〕
〉
:5

o              10cln

84

蝸

85

ヒ  |

＼   | =プ
81

洋 引  望

82

Ⅲ  I 」

か

カ

力/〃

第28図 第 1遺構面形成層上部出土遺物 (S=1/4)



かっている。98は 口縁端部が垂直に折れるもので,器高は高くならないタイプの蓋である。99は ,途

中で角度に変化をもたず天丼部に続 くものと考えられる。いずれも内外面に回転ナデが見られる。

100～ 102は杯身の口縁部である。100。 101は立ち上がりと受け部を持つもので, どちらも立ち上がり

は低 く,器高も高 くならないとものと考えられる。調整は内外面とも回転ナデである。102は立ち上

が りと受け部を持たないもので,椀形を呈する。調整は内外面に回転ナデが見られる。外面は大きく

稜が張 り出している。103は 高台付椀の口縁部と考えられる。断面は薄 く,外面は回転ナデと底部近

くには回転箆削 りが見られる。104は高杯の口縁部と考えられる。内外面に回転ナデが見られる。105

～107は 高杯の脚部である。105は 脚端部が垂直に折れる。106は脚端部が内部に向かって鋭角に折れ

る。107は脚端部が水平に引っ張られた形をとる。いずれも内外面に回転ナデが見られる。

108～ 1131よ 土師器である。108は 甕の口縁部である。外面調整はナデ,内面は横方向の刷毛目が見

られる。1091よ 甕の頸部である。外面は縦刷毛が入 り,その後頸部にナデが施される。内面は体部か

ら頸部まで横刷毛が見られる。110は高台付椀である。高さ0.5cmほ どの高台が付 く。内外面にナデ調

整が見られる。111は杯の底部で,調整は内外面にナデが見られる。112は 高杯の脚部である。下部に

は脚端部へ続 く折れが確認できる。内外面はナデ調整である。113は足付金の脚部で,指頭圧痕が良

く残る。l14は備前焼の甕底部である。底部側壁は厚 く,底部は薄いつ くりである。外面は側壁に叩

き痕が見られ,底部は調整が見 られない。内部は同心円文の当て具痕と底部にナデが観察できる。
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第30図 第 2遺構面遺構配置図 (S=1/100)

SB1 01(第 31・ 32・ 35。 36図 )

調査区中央部で検出した掘立柱建物跡である。建物の規模は,南北は4間 (8m)以上,東西は3

間 (3.7m)以上で,北西方向へ広がると想定され,床面積29,6∬以上を測る大型掘立柱建物跡である。

建物主軸方位はN-12° ―Eで条里地割と合致する。柱穴の平面形はやや歪みはあるが隅丸方形を呈

し,一辺60cm程度の規模で、柱穴内には約15～20cmの柱根が見られる。中には柱材が残っている柱穴

があり,柱材からは底部の加工痕跡が観察できた (第35。 36図参照)。 121は SB101-4か ら検出され

たもので,残存長51.6cm,幅 16.lcm,厚 さ12.4cmを 測る。柱材の底部には2～ 3 cm幅 の加工痕がみら

れ,中央の切り残しを除けば,平 らに整えられている。樹種はカヤである。1221ま SB101-5か ら検出

されたもので,残存長48.8cm,幅 13.Ocm,厚 さ11.3cmを 測る。柱材の底部には3～ 4 cm幅の加工痕が

みられ, 2方向から斜めに削って中央を尖らせている。樹種はイヌマキで,比較的丈夫で建築材に適

した樹種である。SB101-71こ は123が残っており,残存長38,9cm,幅17.2cm,厚 さ13.5cmを 測る。底部
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は平らに加工されているがSB101-4ほ ど整っていない。縁には面取りのような加工が施されている。

樹種はイヌマキである。各柱間の距離を測ると,SB101-1か らSB101-3ま でがそれぞれ1.6m,1.8m

を測る。SB101-3か らSB101-7ま ではそれぞれ1.8m,1.5m,2.05m,2.05mを 測る。およそ1.5mか

ら2.Omの間隔で建てられてお り,柱間は統一されていない。

0田 04-6

口田隅

③ sB101判

I SB404-3

L=17.500m

1 晴灰黄褐色 砂買ンル ト(柱痕)2.5YR 5/2
2褐灰色 砂質シル ト      10YR 5/1
3灰褐色 砂質ンル ト     7 5YR 6/2
4灰黄褐色 砂質シル ト(柱痕) 10YR 5/2
5褐灰色 粘性シル ト(柱痕)  10YR 4/1
6掲灰色 砂買シル ト      10YR 4/1
7黄灰色 砂質シル ト      2 5YR 5/1

第31図 SB1 01検出状況 (左)と完掘状況 (右)平面図・断面図 (S=1/80)

8 灰色 砂質シル ト(柱痕) N5/
9 灰黄褐色 砂質ンル ト  10YR 4/2
10灰色 粘性シル ト    N6/
11 褐灰色 シ,レ ト      10YR 4/1
12 にぶい黄橙色 砂買ンル ト 10YR 6/4
13灰色 砂質シル ト    10YR 4/1
14黄灰色 シル ト(柱痕) 2.5YR 6/1

ウ ー
120

円 119



時期については,年輪年代測定による柱材からの時期判定を期待したが,測定可能な範囲に達した

残存状況ではなかったため測定は不可能であった。遺構からは,SB101-3が SD103を 掘 り切ってい

ることからSD103よ りも新 しいことが分かる。遺物は,SB101-3～SB101-7か ら須恵器 。土師器片

が出上している。その内,図化可能なものを第32図 に掲載した。

115は SB101-7か ら出土したもので,須恵器の杯蓋天丼部である。外面は上部に回転箆削 り,下部

に回転ナデ,内面は回転ナデが施されている。118は土師器の杯口縁部である。口径は約12cmで,外

面はナデのち箆磨き調整,内面は摩減 してお り調整は不明である。1191ま 土師器の壺口縁部である。

口径が6.6cmと 小さく縦に伸びることから,直口壷と考えられる。内外面ともにナデ調整が見られる。

118・ 119と もSB101-5か ら出土 している。遺物は大阪陶邑編年のTK217型式相当 (田辺1981)の 遺

物が含まれておりSB101は 7世紀前半以降の遺構と考えられる。

SB102(第 33・ 36図 )

調査区東部で検出した掘立柱建物跡である。検出した柱穴数は3基であるが,西側に本遺構に対応

する柱穴が確認できないことから,東側に広がるものと考えられる。主軸方位はN-12° ―Eであり,

SB lと 同方位で並列する。柱穴はおおよそ30～ 40cmの不整円形を示し,柱穴の中央には直径10cmほ

どの柱根が確認できた。またSB102-1か らは残存長28.8cm,幅 8.7cm,厚 さ6.7cmの 柱材124を検出し

た (第 36図参照)。 底部は腐食が進行 してお り,加工痕は確認できない。樹種鑑定の結果,カ ヤであ

ることが判明し,SB101と 同じ建築木材に適 した樹種を使用 している。柱間はSB102-1と SB102-2

間が 2m, SB102-2

とSB102-3間 が2.4m

である。

時期は柱材からの時

期判定が期待 された

が,SB lの 柱材 同様

に測定可能なものでは

なかった。また,遺物

はSB102-1か ら二上師

器片が出上 している

が,磨耗が激しく時期

判定 は不可能であっ

た。

SB103(第 34図 )

調査区北部中央で検

出した掘立柱建物跡で

ある。検出した柱穴数

は3基である。南側に

本遺構 と対応する柱穴

が確認できないことか

常醍――OO
SB102-l        SB102-2

L=17500m
1

o        2m
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灰黄色 シルト質極綱砂  10YR 6/2
黄色 粘±       2 5YR 3/6
黄灰色 砂質シル ト   2 5YR 5/1
灰黄褐色 砂質シルト  lllYR 5/2
黄灰色 砂質ンル ト   2 5YR 6/]
淡黄色 粘±      2 5YR 8/4
に131い黄横色 砂質シル ト10YR 6/4

褐灰色 砂質シルト   10YR 4/1
黄橙色粘土まじり灰黄褐色

砂質ンルト10YR 5/2(lllYR 3/4)

2

3

4

5

6

7

8

9

第33図 SB102上面検出状況 (上 )と 完掘状況 (下 )平面図・断面図 (S=1/80)
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3 褐灰色 砂質シル ト
4 灰褐色 砂質シル ト

5 灰白色 砂質シル ト (ベース)

第34図 SB103完掘状況 平面図・断面図 (S=1/80)

L=17.500m
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ら,調査範囲外の北側に続 くものと考えられる。柱穴は直径約40～50cmの精円形で,深さは約20cmで

ある。柱根は確認 していないが,SB103-2か ら木片が出上している。柱穴間はSB103-1と SB103-2

間が2.3m,SB103-2と SB103-3間 が2.4mを測る。

時期についてはSB103-1か らは土師器片が出土 しているが,いずれも細片もしくは磨耗が激 しく

時期の判定は難しい。遺構の切 り合い関係からSB103は SD101よ りも先行することから, 7世紀代 と

考えられる。

122(SB101… 5出土)
121(SB101-4出 土)

第35図 SB1 01-4,SB101-5出土柱材 (S=1/4)
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124(SB102-1出 土)

123(SB101-7出 土)

!_r_ド有_守~十一――――――lttCm

第36図 SB1 01-7,SB102-1出土柱材 (S=1/4)

SPl13出土遺物 (第 32図 )

SPl13は調査区北西部に位置し,SD101内 で検出した柱穴である。SPl13と 組み合い建物を構成す

る柱穴は確認できなかった。■6は須恵器の杯蓋天丼部である。外面は回転ナデと回転箆削り,内面

は回転ナデが観察できる。1171ま 土師器の杯口縁部である。調整は内外面にナデが施されている。120

は土師器の甕口縁部である。内外面にナデが観察できる。

遺構の時期については,遺物から推測することは難しいが,SD101の 下から検出されていること

から,SD101よ り古いものである。

SD101(第 37・ 38図 )

調査区北西部で検出した南北方向の溝である。長さ5.7m,幅 1,7m,深 さ0.20mを 測 り,断面形状

は逆台形である。須恵器,上師器片が出上している。坦土は3層に分かれ,第 1層は灰黄褐色砂質シ

ルト,第 2層は第 1層 よりも色調が濃い灰黄褐色砂質シルト,第 3層 はにぶい責橙シルト質細砂であ

26



る。またSD101内 には柱穴がいくつか検出されており,SB103-1を掘 り切っている。

出土遺物は第38図 に掲載した。125。 126・ 127は須恵器である。125は杯底部であり,調整は外面に

回転ナデと回転箆削 りが見られ,底部は平らに仕上げられている。内面は回転ナデが施され,底部に

は成形時の指頭圧痕がわずかに残る。杯蓋の可能性もある。1261ま 高台付椀の底部である。底部には

高さ0。5cmの 高台が付 く。調整は内外面に回転ナデが観察できる。127は杯であり,立ち上がりが欠損

している。受け部から17.9cmの 口径が推測される。調整は内外面に回転ナデが見られる。128は土師

器の口縁部で,口縁部の傾きから鍋もしくは鉢と考えられる。調整は摩減が激しいが,外面は縦方向

の刷毛目,内面にはナデが見られる。

遺物は,掘立柱建物跡と比べ新 しい様相を示 しており,SD101の時期は7世紀末から8世紀初め頃

と考えられる。

SD102(第 39・ 40図 )

調査区西部中央で検出した東西方向の溝である。極一部を検出したのみで,調査区外の西に続くも

のと考えられる。検出した溝は断面逆台形を呈 し,長 さ1.9m,幅0.4m,深 さ0.08mを測る。埋土は

単層で粗い褐色砂質シル トである。また主軸方向はN-12° 一Eに あり,条理地割と合致している。

遺物は土師器が出土している。1291よ 高杯であり,杯部から脚部にかけて残存 している。調整は外

面にナデ,内面は指頭圧痕とシボリロが見られる。遺構の時期は遺物から7世紀代 と推測される。ま

た,SB101と 重複して検出されているが,SB101と の前後関係は不明である。

L=17.500m                    l 灰黄褐色砂質ンルト  10YR 5/2

祇 詈
幸 井

爛 豊遷筐翌1∵≧細砂牌

第37図 SD101土層断面図 (S=1/40)

126

10cm

第38図 SD101出 土遺物 (S=1/4)

SD103(第 41～43図 )

調査区南部で検出した溝である。断面はU字形を呈し南西方向から北東方向へ伸びる。検出した長

さ8.5m,幅1.4m,深 さ0.6mを測る。主に第 1層 10YR1/4褐 灰色粗砂シル トから遺物が出土しており,

札7

SPl13 0       1m

L=17.500m

s          N

―
l 赤灰色 砂質ンルト2 5YR 5/1

第39図 SD102土層断面図

(S=1/40)

江ユ_「熙
129

0                10Cm
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溝内からは須恵器,土師器の他,木片と鳥形木製品が出土している。溝は9層に分層でき,第 2～第

9層は自然堆積層が一定の厚さで堆積 していることが確認できる。しかし,第 1層については30cm以

上の厚さがあることから,ある時期に短期間に埋没したものと考えられる。

I 掲灰色粗砂混じリシル ト 10YR 4/可

灰色細砂
褐灰色シル ト

緑灰色ンル ト
3+2
褐灰色シル ト     10YR 5/1
褐灰色砂質ンル ト   10YR 4/1
灰色細砂       5YR 6/1
灰色砂質シルト    N5/

5YR 6/1
10YR 4/1
10GY 6/]

lm

第41図 SD103土層断面図 (S=1/40)
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第42図 SD103出 土遺物 (S=1/4)
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出土遺物は第42・ 43図 に掲載した。130～ 140は須恵器である。130。 131は杯蓋である。1301ま 口縁

部から天丼部付近にかけて残存 している。外面では天丼部を回転箆削 り,日縁部に回転ナデ,内面に

も回転ナデが見られる。天丼部から口縁部の途中に突出した稜があり,口縁部端部が尖るといった古

い様相を示す。131は杯蓋の天丼部である。上部に回転箆削 りと下部に回転ナデが見られる。内面は

回転ナデである。132は杯の口縁部である。内外面は回転ナデ調整である。133は杯身の底部である。

外面は回転箆削 り,内部には成形時の指頭圧痕が確認できる。また回転ナデの後,底部には仕上げナ

デが見られる。134も 杯身の底部と考えられる。内外面とも指頭圧痕の後に回転ナデが施される。135

～1371ま杯身である。いずれも立ち上が りは内傾 し,器高も高 くはならず, 7世紀代のものと考えら

れる。調整は内外面に回転ナデが見 られるが,135は外面下部に回転箆削 りが見 られる。138・ 1391ま

奏の口縁部である。調整は内外面に回転ナデが施される。138の奏は,第 1遺構面のSD lと 第 2遺構

面のSD103か ら出土した破片が接合 したことから同一個体であることが判明した。SD lか ら出土し

たものはSD103出 上のものに比べ摩滅 しており,第 2遺構面のものが第 1遺構面へ移動したものと考

えられる。1401よ 高杯の杯部であり,内外面に回転ナデが見られる。

141～ 1541ま 土師器である。141。 143は杯口縁部,144は杯底部である。内外面にはナデ調整が見ら

れる。142は鉢である。調整は外面体部に縦刷毛,口縁部はナデ,内面にはナデが見られる。145は高

杯の脚部と考えられ,内外面に成形時の指頭圧痕が見られ,調整として箆削 りが施される。146～ 152

は奏である。その内146・ 147・ 148・ 1501ま 口縁部である。1461ま摩減が著しく,内面の頸部に横刷毛

がわずかに残る。147は ,比較的

焼成が良好で硬質である。外面の

調整は指頭圧痕のち回転ナデ,内

面は口縁部に刷毛目,頸部に箆削

りが観察できる。148は 内外面に

ナデと接合痕が見 られる。150は

外側に真直 ぐ伸びる口縁部で,外

面はナデが施され,内面は横刷毛

が施されている。149は 体部であ

る。外面体部は縦刷毛が施された

のち,顎部にナデが見られる。内

面は体部に成形時の指頭圧痕のち

横方向に箆削 りが施され,頸部に

はナデが確認できる。151。 152は

底部である。151は 外面全面に多

方向の刷毛目が施されている。内

面は全体に指頭圧痕のち底部は箆

削 り,体部には箆削 りとナデが確

認できる。152は 外面底部に多方

向の太いラインの刷毛 目が見 ら

れ,体部には縦方向の細い刷毛が

見られる。また一部に縦刷毛のち

―
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第43図  SD103出 土鳥形木製品 (S=1/2)
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ナデも確認できる。内部は全体に指頭圧痕のち,箆削 りとナデが見 られる。153は高杯の脚部で,内

外面ともに摩滅が著しい。154は土鍋の把手である。把手は形成時の指頭圧痕が確認でき,その周 り

には縦刷毛が施される。内面は指頭圧痕による成形のち縦方向の箆削りとナデが観察できる。

第43図 ,155は鳥形木製品である。残存長16.4cm,幅3.Ocm,厚 さ0,8cmを測る。頭部は三角形の頭に

嘴が水平に伸びる。体部は背と腹のラインが 3 cm幅で並行に走 り,細長い形を示す。尾は先端にいく

につれ幅を狭め,体部の高さよりやや低い位置で伸びていく。体部や尾の輪郭は側面に対 して直角に

削られているが,表面の頭部から頸部にかけては何度か削った痕があり,斜めに削ることで立体的な

表現が見 られる。裏面には端部側面から穿たれた穴が背部と腹部に確認できる。穿孔が半分に割れ

ていることから, この鳥形木製品は縦方向に割れたものであると考えられ,本来の厚さは 2 cm前後

であったものと推測される。背の長さは5.5cmあ り,水平な面を持つ。背に見られる穿孔は,幅0.8cm,

深さは0.5cmで ,穿孔は頭部から9,5cmの 地点にあり,やや尾側に穿たれている。腹の穿子LIこ ついては

背の穿子しより大きく,幅 0。9cm,深 さ0。7cmを 測る。尾の一部を久損 しているが,頭部から体部までは

残 りが良い資料である。

遺構の時期は,遺物から大阪陶邑Ts~年 のTK209～TK217型式相当にかけて存在 したものと考えら

れる。130の ように古い時期の遺物が見 られるが, 1点のみ出上していることや,出土層位が第 1層

であることから混入したものと考えられる。

第 2遺構面上部堆積層出土遺物 (第44図 )

156～ 1691ま 須恵器である。156～ 160は杯である。156は 口縁部である。立ち上が りは低 く,内傾が

著 しい。内外面は回転ナデが見られる。157は底部と考えられる。外面は摩減 しているが,回転箆削

りが確認でき,内面は回転ナデが施されている。杯蓋の可能性もある。158は底部である。調整は残

りがよく外面は回転箆削 り,内面は回転ナデである。杯蓋の可能性 もある。159は 高台付椀である。

底部には0.5cmの 高台がやや外へ開いて伸びる。調整は外面が回転ナデ,内面は摩滅により不明であ

る。焼成は不良で軟質である。160は 日縁部で,口縁端部は丸 く,体部は膨 らみをもつ。内外面とも

回転ナデ調整である。161は壺の底部である。外面には叩きのちナデ,内面は指頭圧痕のち回転ナデ

が施される。162は 高杯の口縁部である。内外面とも回転ナデが施され,外面には緑色の自然釉が付

いている。163・ 164は 高杯の杯部であり,内外面ともに回転ナデが見られる。164は ,外面に明瞭な

段が成形されている。165は壺の底部である。断面は厚 く,外面は回転箆削 り,内面は体部に回転ナ

デを施した後に,底部に当て具痕が観察できる。166イま盤もしくは皿の受け部と考えられる。外面は

回転箆削 りとナデが見られ,内面は回転ナデ調整で仕上げている。167は奏もしくは壺の口縁部であ

る。口縁部は外側へ反っており,端部は上と下へ突出する。内外面ともナデ調整が見られる。168・

169は ハソウの体部である。1681よ ,外面底部に回転箆削 り,上部に回転ナデが見られる。中央には

■5cmほ どの円孔が穿たれてお り,円孔の上と中央に計2本の凹線が巡る。内面は回転ナデが見 られ

る。169は頸部から上を欠損しているのみで残 りは良い。外面は体都中央より下は回転箆削 りで調整

され,底部中央は仕上げのナデが見られる。体部中央より上は回転ナデが見 られる。体部中央には

■5cmほ どの円孔が穿たれてお り,円孔の中央よりやや上に凹線が一条巡る。内面は回転ナデ調整が

確認できる。

170～ 1731よ 土師器である。170。 171は 甕の口縁部である。170は 口縁端部が外側に反って丸 くおさ

めている。口縁端部はどちらも内外面にナデ調整が見られる。172は 高杯脚部である。外面は指頭圧
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痕のちナデ調整で,内面は頚部にシボリロが確認できる。173は高杯の杯部から脚部にかけてである。

外面は成形時の指頭圧痕とナデが見られる。内面はナデとシボリロが見られる。174。 175は平瓦であ

る。174は両面ともに摩滅が著しいが,凸面にはわずかに刷毛目状の調整が観察できる。一方は端部

である。胎土は灰白色を呈する。175は 凸面は摩滅が激しく調整は不明であるが,凹面にはわずかに
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第4章 自然化学分析

樹種 同定報告

高松市西下遺跡出土木製品の樹種調査結果

(株)吉田生物研究所

1試料

試料は高松市西下遺跡から出土した祭祀具 l点である。

2観察方法

剃刀で木口 (横断面),柾 目 (放射断面),板目 (接線断面)の各切片を採取 し,永久プレパラー

トを作製した。このプレパラー トを顕微鏡で観察して同定した。

3結果

樹種同定結果 (針葉樹 1種)の表と顕微鏡写真を示し,以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)ヒ ノキ科アスナロ属 (η物力かλ sp.)

(遺物No。 1)

(写真No.1)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在ま

たは接線配列である。柾 日では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で 1分野に 2～

4個ある。板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。ア

スナロ属にはアスナロ (ヒ バ,ア テ)と ヒノキアスナロ (ヒ バ)があるが顕微鏡下では識別困

難である。アスナロ属は本州,四国,九州に分布する。

◆参考文献◆

島地 謙・伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)

島地 謙 。伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四郎・村田 源 「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)

深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 資料第27冊 木器集成図録 近畿古代編」 (1985)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 資料第36冊 木器集成図録 近畿原始編」 (1993)

◆使用顕微鏡◆

Nikon

MICROFLEX UFX‐ DX Type l15
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第 2表 高松市西下遺跡出土木製品同定表

No. 品名 樹種

鳥形木製品 ヒノキ科アスナロ属

木口X40
4」I目 ×100 板 目×40

No-1 ヒノキ科アスナロ属

つ
υ

つ
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構 の変遷

西下遺跡では7世紀から14世紀の遺構・遺物を検出した。この内,第 1遺構面では時期が確定する

ものがわずかであるため,遺構の残りのよかった第 2遺構面を中心に遺構の変遷を概観してゆく。

第 2遺構面では古墳時代後期から飛′専時代を中心とした遺構を確認した。SD103が もっとも古い遺

構であり,遺物から7世紀初め頃と考えられる。同じ時期を示す遺構は見つかっていないが,溝から

は多数の上器と′鳥形木製品を検出していることから,調査区周辺にSD103と 同時期の遺構があるもの

と考えられる。またSD103は ,堆積状況から短期間で埋没したものと考えられ,埋没後にSB101が建

てられている。出土遺物および第 2遺構面の状況から7世紀代に建てられ廃絶したものと考えられ

る。またSB101は 7世紀では大型の掘立柱建物跡であり,主軸方向が条里地割と合致することから,

7世紀代の掘立柱建物跡の中では計画的に造営された建物である可能性を指摘できる。次に時期が確

定しているものにSD101が ある。 7世紀末から8世紀初めにかけてSD101が存在したと考えられ,幅

の広い溝で,溝の下にはいくつかの柱穴が確認されている。SD101は 出現時期や主軸方向が条里地割

と合致することから条里制に規制された遺構である可能性が高い。SB102・ SB103に ついては出土遺

物が小片のため時期の特定はできないが,SB101と 同じ頃の遺構であると考えられる。同じくSD102

もSB101と 同じ頃のものと考えられる。

第 1遺構面では土師器片が多量に出土している。須恵器も確認されているが下層の遺物が混じって

いるもので,遺物が示す14世紀代の時期が考えられる。また遺構から7～ 8世紀代の遺物を検出した

SD lがあるが,遺構面と同じく下層の遺物を含んだものと考えられる。そのほかの遺構については

遺物が小片のため不明な点が多い。また第 1遺構形成層からは少数ではあるが平安頃の瓦が出土して

いることから,近 くに当該時期の遺構があるものと予想される。以上のことから,SD lも 含めて第

1遺構面の遺構は14世紀を中心とした中世の時期であると考えられる。

第 2節 鳥形木製品

SD103か ら′鳥形木製品が出上したことは報告した。鳥形木製品については全国的にも出土例が少な

く, しばしば人形や斎串とともに祭祀具として取り上げられている。現在筆者が知り得る香川県内の

第 3表 遺構変遷表 (第 2遺構面 )

6世紀 7世紀 8世紀

SB1 01

SB102

SB103

SD101

SD102

SD103
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鳥形木製品出土遺跡は,坂出市川津町下川津に所在する下川津遺跡の平面形の鳥形木製品 1点,高松

市伏石町に所在する井手東 I遺跡出上の側面観を現した平面形の鳥形木製品の体部 1点, さぬき市志

度鳴部に所在する鳴部 。川田遺跡の立体型の鳥形木製品と翼部のみの 2点で,計 3遺跡 4例であり

西下遺跡を加え5例 となる。そこでSD1031こ て出上した鳥形木製品はどういった形態を示すものなの

か,本来の形を復元してみたい。

鳥形木製品は主に立体的か平面的であるかで分類されている。その内,立体的なものは弥生時代に

多 く,平面的なものは古代に多いとされている。その上で当遺跡から出土したと鳥形木製品をみると,

側面観を表した平面的な鳥形木製品に位置づけられる。また穿孔が確認されていることから,何かを

差 し込んでいたことは確かである。腹部に穿孔をもつ例はいくつか知られてお り,県内で似た事例と

して鴨部 。川田遺跡の鳥形木製品が挙げられる。この遺跡からは,立体型の鳥形木製品と翼部のみの

2点が確認されている。時期は出土層位から平安時代以降のものと考えられているが,立体的な形態

から弥生時代の遺物の可能性も残す。立体型の舟形木製品は腹部に 1箇所,背部に2箇所穿孔が見ら

れる一方,翼部は三日月形の板状木製品で中央に2箇所の穿孔が見られる。穿孔から本来は背部に翼

部を取 り付けていたものと推測される。金関恕氏の論考を参考にすれば,粁頭に差し込んだ痕跡であ

り, これを立て並べたと考えられている。西下遺跡の鳥形木製品についても,背部の穿了しは鴨部・川

田遺跡例のように翼を模した部材があり, これを取り付けていた痕跡である可能性が高い。それは背

部が水平に作られていることから,板状の翼部が取り付けられていたと推測することができる。以

上,西下遺跡の鳥形木製品は,側面観を現した平面形の鳥形木製品に板状の翼部がつくものであり,

腹部には鳥粁が差し込まれたものと推測される。

時期については前述したSD103の 時期を参考にする。第 1層から6世紀中頃の様相を示す須恵器 1

点が出上しているが,短期間に大量の上が堆積したもので,後に巻き上げられ混入した遺物であると

考えられる。そのため層位と出上した土器の共伴関係から7世紀初頭の遺物であり, 6世紀代には遡

らないと考えられる。

このような鳥形木製品が出土することはどのようなことが考えられるのだろうか。それが本来どう

いった意味をもって作られたのかは特定することは難しい。金関恕氏は弥生時代の鳥形木製品につい

ては農耕に関連した祭祀であったとして,「′鳥粁のような簡単な類については、長く続いた」と考え

られている。実際に鳥粁を立てる習慣が朝鮮半島から北アジアに見られることは,こ の考えを裏付け

る一つの理由である。そして古墳時代のを鳥形木製品については「やがて、その際場、祭儀の形態は、

古墳と祭りに移されていく」として穀物の豊穣という考えは死者の魂を通搬するという考えに移行し

ていくことを指摘している。当遺跡の鳥形木製品は古墳時代後期から飛を島時代にあたるが,平野部か

らの出土であり,古墳に伴うものよりも,集落に立てたものであったと考えられる。そこには豊穣と

葬送という考えの他,朝鮮半島にある習俗として続く「部落の守護神」という考えもあったのではな

いかと考えられる。いずれにしても′烏形木製品の出土は,高松平野南部の古墳時代後期から飛鳥時代

にかけての精榊的な考えを推察する大きな資料と考えられる。

第 3節 第 2遺構面検出遺構について

西下遺跡の第2遺構面から掘立柱建物跡SB101が検出された。この掘立柱建物跡は7世紀代のもの

と考えられ,比較的大型であり,条里地割に合致するということが特徴である。しかし一部分の検出
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のため,建物の時期や性格等を確定するには至っていない。しかし,今回の発掘調査による成果は7

世紀の十川を含め高松平野南部の歴史を解明する上で大きな資料である。そこで,今一度,当遺構の

整理を行なう。

1 時期について

第 2遺構面で時期が確定しているものは,SD103である。時期が古い様相を示す遺物が一部に混

入 しているものを除き,出土須恵器からTK209～ 217型式相当のものと考えられる一番古い遺構で

ある。次に確定しているものにSD101がある。126の 高台付椀が出土 していることから, 7世紀末か

ら8世紀初めのものと考えられる。次に遺構の切 り合い関係から考えられるものとして,SB101と

SB103が ある。SB101は SD103を 切 り込んで造 られているため,TK217型式以降のものと位置づけら

れる。また,SB101か らは遺物が数点出上 しており,その中で115がTK217型 式の様相を示すことか

ら7世紀初め頃から中頃の時間幅が考えられる。ただし,破片であることや出土した遺物が遺構の時

期を確実に示すものなのか判断が困難なため,SD103以降で,SD101以前の7世紀代に含まれるもの

と考えられる。SB1031こついては,SD1011こ 切 られて検出されているため 7世紀末以前の遺構である

と考えられる。また,時期が確定しないものとしてSB102と SD102がある。これらの遺構はSB101と

同じ方位を示し,並行して造られている点が特徴である。時期については,検出した遺構面から7世

紀末から8世紀初めの遺物が出土していることから,確実な時期ではないが,こ の時間幅に含めてよ

いと考えられる。

2 西下遺跡 と条里地割

第 2遺構面ではSB103と SD103以外の遺構はN-12° ―Eの方位を示 し,条里地割とほぼ合致する。

この条里地割に関連するものとして南海道があげられ,高松平野の条里地割は南海道を基準に施工さ

れたことを金田章裕氏が述べられている (金田1988)。 当遺跡から南50mに はこの南海道推定ライン

が東西に走っている。高松平野にはN-10° 一E前後の方位を示す条里地割がみられ,当遺跡が所在す

る旧行政区画の山田郡では地割方向がN-12° 一Eの方位を示すことが知られている。西下遺跡の第 2

遺構面の多 くの遺構は, この山田郡の条里地割にほぼ合致してくることが指摘できる。

3 掘立柱建物跡の規模

高松平野では新田本村遺跡,奥の坊遺跡群 Ⅱ (奥の坊権現前遺跡),奥の坊遺跡群V,松縄下所遺

跡において 7世紀代 と考えられる掘立柱建物跡がいくつか検出されている。その内,西下遺跡で検

出したSB101は ,東西 3間以上,南北 4間以上で,柱穴が一辺60cmの隅丸方形で柱穴間が約1.8mを示

す。上記の遺跡では, この規模に相当するような掘立柱建物跡は確認されておらず,当遺跡の掘立柱

建物跡は7世紀の高松平野において大型の掘立柱建物跡であることが指摘できる。

4 総括

西下遺跡第 2遺構面で検出した遺構は7世紀のものであり,掘立柱建物跡については,①遺構の規

模が大きく,②地割と方位が一致することが指摘できた。この遺構の評価については,現段階では高

松平野において類例が確認されていないことや,一部のみの遺構検出であることから,西下遺跡だけ

での解釈は危険であるため事実報告に留め,具体的な考察は控えたい。ただし,こ の検出した遺構は
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前述した時期・規模 。特徴を備えるものであり,当時の旧行政区画である山田郡ないし山田評が存在

したであろう時期に属する可能性が十分考えられる。いずれにしても, 7世紀代の高松平野の動向に

ついては,今後の南海道を含めた発掘調査の増加に期待したい。
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第 4表 遺 物 鶴 察 表 (土器 )

還構名 種 類 器 種 部位 胎 士 焼 成 備 考

試掘 トレンチ 須恵器 杯 蓋 天丼部
灰
匠 l mm以下の石英 長石を含む 良

須恵器 杯 蓋 口縁部
N7/ 灰 自

l mm以下の石英 長石 を含 む 良好

SP2 土師器 菱 口縁部
種

捨 l mm以下の石英・ 長石 を含 む 良

土師器 蛸壺 底部 l mm以下の石英・長石を含む 良好

須恵器 杯 蓋 天丼部 指 語

「

虐 → 同 転 ナ デ

灰
灰 密 良

須恵器 杯 雷 天丼部
口
Π 密 良

須憲器 杯身 受け部
回
回 良好

SDl 須恵器 杯身 国縁部～体部 凹
ロ N7/ ナ天白

密 良好

須恵器 杯 身 口縁部～体部
凹
Π

プ
＋ N6/ ナ天

農

須恵器 杯 身 口縁部～体部 124 良

SDl 頻恵器 杯 身 口縁部～体部 凶
同

ノ
デ

ノ
ナ

N5/ 灰 Imm以 下の砂粒 を含 む 良

須恵器 鉢 口縁部 Imm以 下の石英 長石 を含 む 良

須恵器 杯 身 口縁部
テ
デ

ナ
ナ

imm以 下の石英・長石を含む 良好

須恵器 高杯 受部～脚部
回転ナデ
回転ナデ

25Y3/1 灰自
25Y8/1 灰白～ 25Y8/2 2mm以 下の砂粒をやや多く含む 良

須蔑器 横瓶 体部
灰
肝 l mm以下の長石 を含 む 良 好

SDl 土師器 霊 口縁部
iOYR7/3 に ぶ い貢橙

l mm以下の石英 長石 を含 む 良 好

土師器 羹 口縁部 1～ 2mm以下の石英 長石を含む 良

土師器 高杯 脚部 l mm以下の石英 長石を含む 艮 外面に支嶺 (直線文)有 りて

SD2 上師器 憂 頸 部
刷毛目 10YR3/2 灰 自

やや狙い 良

SD3 須恵器 杯 蓋 天丼部 里亀畢型ユ筒早肇ξ 密 良好

22 SD3 須恵器 高杯 か 口縁音I
回転 ナ テ、 回転箆 百」り
回転ナデ

隊
圧 良 好

SKl 須恵器 杯 蓋 回縁部
N4/ 灰

1～ 3mm以下の石英 ,長石を合む 良

最下層 祢生土科 菱 底 部 良

攪乱層 須恵器 甕 口縁部
回転 ナ デ
回転 ナ デ

l mm以下の石英 。長石を含む 良

攪乱層 土師器 霊 頸部 ラ緊竹吾!段手旱二畜罰t,

YR7/4 にぶい責橙
YR5/2 灰黄掲

l mm以下の石英 長石 を含 む 良好

第1違橋面直上 須恵器 杯 蓋 天丼部 H肇學型り,口称ナケ 然
辰 l mm以下の砂粒 を含 む 良好

第1遺構面直上 須恵器 杯 蓋 天丼部 臨 謎 筒星軍奉テ l mm以下の石英・長石を含む 良

第1遺構面直上 須恵器 杯 身 日縁部
灰
灰 密 良好

第1遺構面直上 須恵器 杯身 口縁部
口
筒

デ
【一

信良 良好

第1遺構面直上 須憲器 杯身 口縁部 132
回転 ナ デ

良好

第1選 構面直上 須恵器 杯 身 口縁部
凹
Π 灰 白～ N6/ 灰 教細粒を含む 良

第1遺 構面直上 須恵器 杯身 底部
箆 肖Jt' 灰

肝 良好

第1遺構面直上 須恵器 杯 口縁部
回

同 楕 良 長好

第1遺構面直上 須恵器 杯 口縁部
凶
Π

′
＋ 良

第1遺構面直上 須恵器 横 瓶 体 部
灰
Ｆ l mm以下の石英 長石 を含 む 良好

第1遺構面直上 須恵器 横瓶 体 部
目

N7/ 灰白
l mm以下の石英 長石 を含 む 良好

第1遺構面直上 須恵器 華 か 底 部 微細粒 を含 む 良好 底部片に箆記号が入る。

第1選構面直上 須恵器 底 部
回転箆削 り
階雨圧痕一回転ナテ

砂粒をやや多く含む 良好

第1遺構面直上 須恵器 高杯 杯 部
序
同

25Y7/2 灰責 lmm以 下の石英 。長石 を含 む 良

第1遺構面直上 須恵器 菱 口縁部
回

［

ナ

一 良好

第1遺構面直上 須恵器 甕 体 部 旨暦厠イ者li、 習尋、_ 5mm以 下の石英 長石等を含む 良好

第1遺構面直上 土師器 杯 日縁部
YR5/3 にぶい褐
YRC1/4 にぶい掲 lmm以 下の石英 長石を含む

第1遺構面直上 土師器 杯 底部 即戯
,mm以 下の石英・ 長石 を含 む 良好

第1遺構面直上 土師器 体 部
5YR6/8 橙～ 7 5YR7/6 橙

微細粒 を含む 内面に支様 (暗文)有 り

第1選 構面直上 土師器 高 杯 脚 部
YR7/4 にぶい橙 imm以 下の石英・長石を含む 良好

第 1遺構面直上 土師器 密 口縁部

第1遺構面直上 土師器 露 頸部
7 5YR7/6 橙 2mm以 下の石英 長石 を含 む 良

第1遺構面直上 土師器 鍋 顕 部 1～ 2mm以下の石英 ,長石を合む

第,選購面物戎層上部 須恵器 杯 蓋 口縁部 ア
ナ

顎
転 6/1  灰 4

第1遺構面形成層上部 須恵器 杯 蓋 口縁部 l mm以下の石英 。長石を含 む 良好

第1選格面形成層上部 須恵器 杯 蓋 天丼部
凹
回

ア
一す

ア
十

ム
匠 l mm以下の石英 長石 を含 む

第1遺構面形成層上部 須恵器 杯 身 口縁部 i08 称
鮮

口
ほ 良好

第1遇構面形開雷上部 須恵器 杯 身 口縁部 1掛筆4至
灰
灰 l mm以下の石英・長石を含む

第1遺構面形成層上部 須恵器 杯 身 口縁部
ア
一，

ア
十

“
韓

凹
ロ

メ
″ lmm以 下の石英 長石を含む

第1遺帯面形成層上部 須恵器 杯 身 口縁部 1呂静軍牽 lmm以 下の石英 長石を含む

第1逸臓面形成層上部 須恵器 杯 口縁部 1常筆44 然
辰 lmm以 下の石英 長石を含む 良好 不蓋の可能性もある

第1超構面形成層上部 須恵器 杯 口縁部
ナ デ

良好

第1遺構面形成層上部 須恵器 口縁部
デ

デ 良好

第1遺構面形開雷上部 須恵器 杯 口縁部

第1遺構面形成層上部 須恵器 杯 身 底 部
称
産

口
伺 敷細粒 を含む
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遺構名 種類 器 種 部役 胎土 焼 成 備 考

蔦1遺構面形庇層上部 須恵器 ハツウ 体 部
ム
″ 密 良好 上に沈線 ―条右 り´

1ヽ遺構面形戌層上部 須恵器 ハツウ 体部 ナデ シボリロ やや精皇 良好

蔦1遺構面形成層上軒 須恵器 鉢 口縁部 楕良 良好

蔦1選構面形成層上部 須恵器 lも しくは蟹 口縁部
回転 ナテ

l mm以下の石英 長石を含む ミ

市,遺構面形成層上H 須恵器 体 部 やや密

窮1遺構面形成層上部 須恵器 高杯 脚部 l mm以下の石英・長石を含む 良好

嘉1遺構面形成層上封 須恵器 高杯か 口縁部 密 ミ

落1遺構面形成層上灘 須恵器 高杯 脚 部 l mm以下の微細粒 を含 む 良好

言I遺構面形成層上寄 須恵器 高 杯 脚部 lmm以 下の石英 長石 を含 む 良

第1速構面形成層上部 須恵器 高獅 脚 部 lmm以 下の砂粒を含む 良

者,遺構面形成層上苗 須恵器 平 瓶 頸 部
ア
デ lmm以 下の石英 長石を含む 良

第1迎踏面形成層上部 須恵器 底部 露 良

第1迪臓箇形成層上部 須恵器 壺 底 部 良灯

密,遺構面形成層上罰 土師器 杯 口縁部 FIR未 掲 密 良

第1選構面形成層上部 土師器 底部 ア
一ア

lmm以 下の石英 長石 を含 む 良 好

第1遺構面形成層上部 土師器 杯 底 部 5
テ
デ

ナ
ナ lmm以 下の石英 長石 金雲母を含む 良

常1遺構面形成層上脅 土師器 杯 底 部 良好

第1遺構面形成層上部 土師器 底 部
ア
一一

ナ
一 やや密 良

第1遺構面形成層上部 土師器 杯 底部
テ
デ

ナ
ナ

10YR5/3 にぶ い責 褐
l mm以下の石英 長石を含む 良

第1遷構面形成居上部 上師器 杯 底 部 置学晋食チ呂 粂彊 l mm以下の石英 長石 を含 む 良

第1遺構面形成層上部 土日市器 底 部
デ
一一

ナ
一 良

第1遺構面形成層よ部 土師器 杯 底部
デ
デ

ナ
ナ

5YR7/3 1こ ら`い憶
良

篤1極橋函形庇層上部 土師器 高杯 脚 部
ア
一す

2mm以下の石英 長石を含む 良

第1遺構面形成層上部 弥生土器 不明 脚 部
種
糟 l mm以下の石英 長石を含 む 良 本面に支様 (竹管支)有 り。

第1遺構面形成層上部 土師器 le手 付鉢 把手部 指頭圧痕
にぶ い帽

良

第1遺構面形成層上部 瓦 丸瓦 (凹面)布 目 1～ 2船m以下の砂粒を含む 良

第1遺構面形成層上部 土師器 菱 口縁部 l mm以下の石芙 長石 を合む 足好

89 第1選構面形成層上部 土師器 甕 日縁部
7 5YR8/4 浅責憶
7 5YR7/6 袴 良

第1遺構面形成層上部 土師器 霊 体 部 3mm以 下の石英 長石を含む 良

第1遺構面形成層上部 土師器 甕 口縁部
滅
鸞 l mm以下の石英 。長石 を含む 罠好

92 傷,遺構面形成層上部 土師器 甕 口縁部 OYR3/4 浅 苦構
l mm以下の石英 長石 を含 む 良

第1週構面形茂層上部 土師器 褻 頸部～体部 1～ 3mm以下の石英 ,長石を含む 良

94 第1遺橘面形成層上部 土師器 甕 頸部～体部 ,～ 5mm以下の石英 長石を含む 良

第 Ⅱ層上部 須恵器 杯 蓋 天丼部 馬きク倹 微細粒をやや多く含む 良

第Ⅱ層上部 須恵器 杯 査 天丼部 l mm以下の石英 長石を合む 良

97 第 Ⅱ層上部 須恵器 杯 蓋 口縁部
回転 ナ デ
回転 ナ デ

密 良

98 第 Ⅱ層上部 須恵器 杯 蓋 口縁部 乞:Iヤ昌クΣ 倫呂 艮

99 第 H層上部 須恵器 杯 甍 口縁部
．ア
一一

良好

第二層上部 須恵器 杯身 口縁部
テ

デ l mm以下の石英 長石を含む 良

第 H層上部 須恵器 杯 身 口縁部 良好

第Ⅱ層上部 須恵器 杯 身 口縁部 11 6
回

［ l mm以下の石英 長石 を含 む 良

第Ⅱ層上部 須恵器 高台付椀か 口縁部 11 0
尿

灰 l mm以下の砂粒 を含む 良

第Ⅱ層上部 須恵器 高杯か 口縁部 凹
ｍ 良好

第 Ⅱ層上部 須恵器 高杯 脚 部 良好

第 二層上部 須恵器 高 杯 脚 部 l mm以下の石英 長石 を含 む 良好

第Ⅱ層上部 須恵器 高雰 脚部 微細粒を含む 良好

100 第 Ⅱ層上部 土師器 菱 口縁部 l mm以下の石英・長石 を含 む 良好

109 第 Ⅱ層上部 土師器 甕 頸 部 7 5YR3/6 港 昔搭
1～2mm以 下の石英長石 を含む 良

第Ⅱ層上部 土師器 高台付椀 底部 imm以 下の石英 長石を含む 良

第Ⅱ層上部 土師器 杯 底部 I

ア
ナ

5YR7/4 1こ 心ミい橙
良

第Ⅱ層上部 土師器 高 杯 脚部 1～ 2mm以下の石英 長石を含む 良

第 Ⅱ層上部 備前焼 甕 底部 興渡 (同心円支)ナ デ
lmm以 下の石英 長石 を含 む 良好

SB1 01-7 須恵器 杯 蓋 天丼吉[ ISY7/1 灰 白
l mm以下の石英 長石 を含 む 良

SP,13 須恵器 杯 蓋 天丼部 l mm以下の石英 長石を含む 良

土師器 杯 口縁部
5YR7/6 慢 imm以 下の石英 長石 を含 む 良

SB'01-5 土師器 杯 回縁部 i mm以下の石英 長石 を含 む 良

上師器 口縁部
一ア
一す

I mm以下の石英 長石 を含 む 良

SPl19 土師器 菱 口縁部
テ

デ
iOYR7/4 にぶい貢
iOY日 7/4 にぶい蓋

l mm以下の石英 長石を含む 良

須恵器 杯 底部 |る 罠Xし |

甲
ナ 5mm以 下の石英・長石等を含む 良好

SDi Ol 須恵器 高合付覇 底部
回転 ナ テ
回転ナデ Kヲχ

7俣
白灰日 良

SD101 須恵器 杯 身 体 部 微細粒を含む 良好

39



遺構名 種 類 器種 音[位 胎 土 焼 成 備 考

土師器 口縁書[ 330 良

SDi02 土師器 高イ 杯部～脚部 暗頭圧 痕  シボ リ目
5YR7/4 にぶ い慣

l mm以下の石英 長石を含む 良

SDi03 須恵器 杯 蓋 口縁部 チ子 2mm以 下の石英 長石等の秒粒を含む 良好

須恵器 杯 蓋 天丼部 l mm以下の石英・ 長石 を含 む 良

SD103 須恵器 杯身 口縁部
N6/ 灰
N6/ 灰 l mm以下の砂粒を合む 良好

須恵器 杯 身 口縁部 良

須恵器 杯 身 体部 2～ 3mm以下の砂粒 を合む 良

SD103 須恵器 杯 身 底部
削
デ

阿
ナ

75Y4/1  灰
75Y4/1 灰～10YR4/1 褐灰 3mm以下の砂粒を含む 良好

須恵器 杯身 底部
状
灰 Imm以下の砂粒 を合む

SPi03 須恵器 杯 口縁部 192
灰
Ｆ Imm以下の石英 長石 を含 む

須恵器 範 口縁音Б ナデ 当て阜痘 (同′

'、

日支】 Imm以下の石英 長石を含む 良好

須恵器 甕 口縁部 ρmm以下の砂粒をやや夕く合む 良好

須恵器 高 杯 杯 部 楕 良 良好

SDi03 土師器 杯 口縁言B
5YR7/3 にぶ い帽
5YR7/3 にぶ い俗

Imm以下の石英 長石等を含む 良

土師器 鉢 口縁部 二,礎師J主 3mm以 下の石英 長石 を含む

土師器 杯 か 日縁部
ナデ
ナデ

にぶい責橙 2mm以 下の石英 長石等 を含も

SD103 土師器 杯 底 部 YRS/″  灰 苦 掲
lmm以 下の石英・ 長石 を含 む

土師器 高杯 脚 部 lmm以 下の石英・長石を含む

SD103 土師器 甕 口縁部 320 7 5YR3/3 湧 貢 悩 2mm以下の石英・長石を含む 良

SD103 土師器 範 口縁部
指頭圧痕一回転ナデ
回転ナデ,横刷毛,箆削り

,こ ぶい橙
iOYR3/2 灰自～ 2 5VR6/4 3mm以 下の石英 長石等を含む

SD103 土師器 甕 口縁部 Imm以 下の石英 長石を含む

SD103 土師器 甕 体 部 翻青,ナデ
′R6/2 灰掲～ 7 5YR5/1 5mm以下の石英 長石等を多く含む

土師器 甕 口縁音Б 彗耐 手 曰 7 5YR6/2 反 掲
Imn以 下の石英 長石を含む

土師器 甕 底部 Imm以 下の石英 長石 を含む

SD103 土師器 甕 底 部 I mm以下の石英 長石 を含む 良

土師器 高 杯 脚 部 tO O 10YRB/2 反 白
:mm以 下の石英 。長石を合む

■師器 上鍋 jB手 旨押さえ,用 !毛

反ナデ,箆削り,j旨押さえ
2 5YR7/3
10YR7/2

腕̈̈一
Imm以下の石英 長石等を含む

窮皿層 須恵器 杯 口縁部 imm以 下の石英 長石を含 む

第Ⅲ層 須恵器 底部か l mm以下の石英 長石を合む

第Ⅲ層 須恵器 杯身 底部
回転箆 肖Jり N7/ 灰 自

第 m層 須恵器 言台■移 底 部 不 良

第Ⅲ層 須恵器 獅 口縁部 109 l mm以下の石英 長石 を含 む

第Ⅱ層 須恵器 底 部 宿畠士 N4/ 灰 l mm以下の石英・ 長石 を含 む

第Ⅱ層 須恵器 高杯 口縁部 l mm以下の石英 長石 を含 む

第Ⅱ層 須恵器 高杯 杯 部 12 l mm以下の石英 ,長石 を合 む

第Ⅱ層 須恵器 高 杯 杯 部
ナ 5Y6/1  灰

5Y6/1  灰 l mm以下の石英・長石を含む

第Ⅱ層 須恵器 霞 体 部
削
捕

兒
ユ

額
イ

凹
当 l mm以下の石英・長石を含む

第Ш層 須恵器 体 部 1軍赳り,ナテ
1～ 2mm以下の石英 長石を含む 良 好

第Ⅱ層 須恵器 口縁吉I 136 ナテ
ナデ

N5/ 灰
l mm以下の石英 長石を含む

第皿層 娠恵器 ツヽウ 体 部 至至,回転叫」り lmm以 下の石英・長石を含む 円孔付近に凹線2条有り。

第Ⅲ層 須恵器 ハソウ 体 部
体郡経 巨畢型り,回転ナテ lmm以 下の砂粒 を含む 良 好 円孔上部に沈線―条有り。

第Ⅲ層 土師器 甕 口縁吉I SYR6/8 格 lmm以 下の石英 長石を合む

第m層 土師器 菱 口縁音Б Jmm以下の石英 長石 を含む 良

第Ⅲ層 土師器 高杯 脚部
ξ頭圧痕→ナテ
シボリロ

5YR7/6 橙
7 SYR7/6 橙

第Ⅱ層 土師器 高 杯 杯部～脚部 i mm以下の石英 長石を含む

第Ⅲ層 瓦 平 瓦 駕写チ作目
第Ⅲ層 瓦 平 瓦 長さ)71(厚 さ)24 z額沼慈4億に小い憶

,～ 2mm以下の石英 ,長石を合む

第 5表 遺 物 観 察 表 (石製品)

第 6表 遺 物 観 察 表 (木製品)

番号 避構名 器 種 材 質 備考

野拝 通構名 器 種 樹種 備 考

SBI-7 柱 材 イヌマキ
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(譲)口 径 底径は復元値 器高は残存高を示す。



図版 1

2 試掘 トレンチ土層

3 試掘 トレンチ (北 から)

1 試掘調査前 (北 から)

4 試掘 トレンチ遺構検出状況

5 遺跡から東を望む 6 遺跡から西を望む

8 遺跡から北を望む7 遺跡から南を望む



図版 2

1 第 1遺構面全景 (西 から)

2 第 1遺構面全景 (南から)



1 東壁面土層 2 南壁面土層

3 西壁面上層 4 第 1遺構面検出状況 (北から)

5 第 1遺構面西側遺物出土状況 6 SP4完掘状況 (東から)

7 SP6完掘状況 (東 から) 8 SP13完掘状況 (南東から)



l  SP20!断面 (】ヒから) 2 SP31断面 (】 ヒから)

3 SDl完 掘状況と柱穴群 (南から) 4 SDl土 層断面 (南 から)

5 SD2完掘】犬況 (西から) 6 SD3完 掘状況 (西から)

7 SD 5完掘状況 (東 から) 8 SKl完掘状況 (ゴ ヒん心ら)



図版 5

転要 1主

第 2遺構面検出状況 (南から)

2 第 2遺構面完掘状況 (南 から)



1 第 2遺構面検出状況 (東 から)

2 第 2遺構面完掘状況 (東から)



図版 7

1 第 2遺構面検出状況 (北 から)

2 第 2遺構面完掘状況 (北 から)



1 第 2遺構面南壁面上層 2 第 2遺構面西壁面上層

3 SB101。 SD101検出状況 (北 から) 4 SB102検 出状況 (北から)

5 SB103検 出状況 (東から) 6 SB1 01-1上 面検出状況および断面 (南 から)

7 SB101-2上面検出状況および断面 (南から) 8 SB101-4上 面検出状況および断面 (東から)



図版 9

l SB101-4柱 材検出状況 (東 から) 2 SB101-5上 面検出状況および断面 (東 から)

3 SB101-5桂 材検出状況 (東 から) 4 SB101-6上 面検出状況および断面 (東 から)

5 SB101-7上 面検出状況および断面 (東から) 6 SB101-7柱 材検出状況 (東から)

7 SB102-1上 面検出状況および断面 (西 から) 8 SB102-1柱 材検出状況 (西 から)



図版10

l SB102-2上 面検出状況および断面 (西から) 2 SB102-3上面検出状況および断面 (西から)

3 SD101完 掘状況 (南から) 4 SD101断面上層 (南から)

5 SD102テ ]】屈状

'兄

 (ラ慕から) 6 SD103完 掘状況 (東 から)

7 SD103凶 F:団」こチ雪 (:蜀 から) 8 SD103鳥 形木製品出土状況 (西から)



図版11

122(SB101-5)

l SB1 01-4。 SB101-5。 SB101-7出 土桂材

W警

-    115 ‐ ―  ―

第 2遺構面検出SB・ SP出土遺物2 SD103出 土鳥形木製品

4 SD103出 土遺物 5 SD103出 土遺物



図版12

2 SD103出 土遺物

l SD103出土遺物

3 第 2遺構面上部堆積層出土遺物 4 SD101出 土遺物



図版13

4 第 2遺構面上部堆積層出土遺物

1 第 2遺構面上部堆積層出土遺物

2 SDl出 土遺物

||ヽ観

3 第 1遺構面形成層上部出土遺物 5 SDl出 土遺物



図版 14

1 第 1遺構面形成層上部出土遺物

3 第 1遺構面上層出土遺物2 第 1遺構面直上出土遺物
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・奈良

掘立柱建物跡

溝

須恵器

土師器

木製品

7世紀前半以降 と

考えられる大型掘立

柱建物跡 と鳥形木製

品を確認した。中世 畝
溝

須恵器

土師器

要  約

西下遺跡は高松平野南部に所在する古代と中世の集落遺跡で,本調査では中世と

古代の遺構面を検出した。特に古代の遺構面では, 7世紀の高松平野では大型の掘

立柱建物跡 (SB101)や,条里地割と絡む遺構をいくつか検出している。また, 7世

紀初頭の溝 (SD103)か らは祭祀具である
`烏
形木製品が出土した。
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